
令和７年度 総会議案書

日時 令和７年５月２９日（木）
１７時～

場所 ベルクラシック防府

（公財）日本電信電話ユーザ協会

防府地区協会



会 議 次 第

１．開 会

2 ．議長選出

3 ．議 事

第１号議案 令和６年度の事業活動報告 及び 決算報告

第２号議案 地区協会の支部統合について（案）

その他

４．議長解任

5 ．お知らせ

6 ．閉 会

（注）本議案書に掲載しております「個人名・企業名」につきましては、

“順不同・敬称略”とさせていただきます。



第１号議案

令和６年度 事業活動報告
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１．事業活動
（１）電話応対に関する研修活動

① 商工会議所主催の「新入社員等研修」に共催

②「電話応対・ビジネスマナー研修」を開催（商工会議所と共同開催）
概 要：電話の応対に特化した研修でロールプレイングをメインとした研修を実施。

受講後に電話応対技能検定（もしもし検定）４級を実施。
自身のマナー等のスキル把握と研修の習熟度の確認ができたと好評を得た。

③「クレーム電話応対研修」の紹介

概 要：全国参加型のオンラインによるクレーム電話応対研修をホームページ等に
よりご案内

④「電話応対コンクール事前研修」を実施

と き：４月～８月
ところ：参加各事業所で個別に実施
概 要：各事業所に事務局(講師)が訪問して、参加者全員に研修を行った。



⑤ 映像視聴による自己学習を実施（「電話応対コンクール事前研修」の追加施策）
と き：６月～１０月
ところ：職場や自宅でパソコンやスマートホンなどを利用
概 要：「事前研修」の補完教材として、少しでも研修に役立てられるよう、映像

視聴による自己学習ツールを用意。

⑥「電話応対コンクール地区審査」用録音を実施
と き：令和６年４月～８月
ところ：各参加事業所等
概 要：事前研修と同じく、事務局(講師)が事業所を訪問して実施。

コンクールで入賞することが目的ではなく、普段の応対を振り返る機会と
捉え、参加者自身が納得の行くまで“リトライ有”で録音を実施。

⑦「電話応対コンクール地区審査」を実施
結果発表：令和６年８月１９日
審査方法：あらかじめ録音した応対模様による

審査

審査員 ：池田 美和子（ボアブラン 代表）
上田 美代子（オフィス桜）
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第１号議案
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⑧「電話応対コンクール山口県支部大会事前研修会」へ参加
と き：令和６年９月６日
ところ：ユウベルホテル松政
参加者：県支部大会出場予定の １名（参加者総数 ３４名）
講 師：池田 美和子（ボアブラン代表、ユーザ協会契約講師）
概 要：出場予定者が一堂に会し、講師のアドバイスを受けるとともに、応対内容について

グループディスカッションを通じ、他の参加者との意見交換・共有を図った。また、
普段交流のない他事業所の社員との親睦も図った。

入賞者 : 厳正な審査の結果、次の方が入賞され県大会への出場権を手にした。

第１号議案

⑨「電話応対コンクール山口県支部大会」へ参加
と き：令和６年１０月４日
ところ：ユウベルホテル松政
参加者：地区大会で選出された １名（参加者総数 ５１名 ）

競技模様をユーチューブにて配信。後日、参加者の競技模様を再度ユーチューブ
配信し、自身の応対の振り返りや電話応対技能の向上に役立てていただいた。

審 査：委員長 香川 純也 （テレビ山口株式会社 報道制作局 アナウンス部長）

委 員 杉下 秀幸 （宇部山陽小野田美祢地区協会会長）

委 員 安藤 万結 （山口朝日放送株式会社 アナウンサー）

委 員 野関 由味子（株式会社フェスティナ・レンテ代表取締役）

委 員 松原 淳子 （オーブ パーソナリティオフィス）

入賞者：５名の審査委員による厳正な審査の結果、次の方が入賞。
◆山口県代表：損害保険ジャパン株式会社 中国保険金サービス第一部

下関保険金サービス課 三好 まり子
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第１号議案

県支部大会入賞者



⑩「第６３回 電話応対コンクール全国大会 in 高知」 へ参加
と き：令和６年１１月１５日
ところ：高知県立県民文化ホール （高知市）

参加者：各県の代表５６名が参加 ＜山口県代表選手 三好 まり子＞
（全国から５，９１０名が予選に参加）

山口県代表の三好 まり子さんは、健闘されたが惜しくも入賞には至りませんでした。
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全国大会で熱演する 損害保険ジャパン株式会社 三好 まり子さん

第１号議案

⑪「企業電話応対レベル診断」を呼びかけたが実施事業所はなかった。
概要：事務局が予告無しに、仮のお客様となって事業所に電話をかけ、応対模様を録音し

複数の専門家による診断を行う。
診断結果は、アドバイスを付けた報告書にまとめ、応対模様を録音したＣＤと共に
責任者へ送付する。

本部主催の「企業電話応対コンテスト」へは、県内から４事業所が参加

⑫「電話応対技能検定」（もしもし検定）を実施
概要：電話応対等のビジネスシーンにおけるお客様応対のエキスパートとして即戦力となり

得る人材育成を目指し、ユーザ協会が設立した『もしもし検定』を実施。

４級 ９回実施 受験者 ８８名 合格者 ４０名
３級 ２回実施 受験者 ６名 合格者 ６名
２級 ２回実施 受験者 ５名 合格者 ３名
１級 １回実施 受験者 １名 合格者 １名

令和６年度末、山口県支部で受験した各級の資格保持者は次のとおり

４級 － ５１６名
３級 － ２２１名
２級 － ２７名
１級 － ６名

指導者級保持者 － １２名
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⑬「電話応対出前研修」を実施
概要：事務局(講師)が事業所に訪問する方式で実施。電話応対に特化した研修を行う。

実際の応対を録音し、録音した自身の応対を聴き、普段の電話応対を振り返りながら
研修する。

支部では１１事業所 延べ１５回 ７５名が参加

（２）ＩＣＴ活用推進に関する活動
①「ＩＣＴセミナー」の開催

概要：企業の経営者や実務担当の皆様向けに「DX」「ＡＩ」「セキュリティ」
「テレワーク」「リテラシー」等のセミナーを開催。

○ 総会時にミニセミナーを開催
演 題 ： 「最新のICT動向とY-BASEでの取り組み」

支部では８回開催（１０７事業所 １０７名が参加）

第１号議案

○ オンラインセミナーを開催
＜中国５支部合同開催セミナー＞ ※支部全体での参加者数

＜本部主催オンラインセミナー＞ ※支部全体での参加者数

＜オンデマンドセミナー＞ ※支部全体での参加者数
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主な講師の方々

第１号議案

②「標的型攻撃メール予防訓練サービス」の実施
概要：１会員様１０メールアドレスを対象に無料で予防訓練を体験。

支部では４事業所が体験実施

③「ｅラーニングサービス」の実施
概要：１事業所２０名様まで無料で研修を体験。インターネットに接続されたパソコン

やスマートホンで、いつでも・どこでも学習することが可能。

支部では７事業所が体験学習実施

（３）その他の活動

○エコキャップ回収活動

防府地区協会エリアでは次の２会員の協力により実施。

県支部内では２７会員、 ３,４６４ｋｇを回収。



３．組 織（会員数）
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２．諸会議

（１）令和６年度総会

と き：令和６年５月２０日

ところ：ベルクラシック防府

議 案：第１号議案 役員の一部変更（案）

第２号議案 令和５年度 事業活動報告 及び 決算報告

第３号議案 令和６年度 事業活動計画（案）及び収支予算（案）

その他

（２）令和６年度山口県支部理事会
と き：令和６年７月２２日

ところ：かめ福オンプレイス（山口市）

議 案：第１号議案 役員の一部変更（案）

第２号議案 令和５年度 事業活動報告 及び 決算報告

第３号議案 令和６年度事業活動計画（案）及び収支予算（案）

第４号議案 今後の地区協会の在り方・運営方法の検討について（案）

その他

第１号議案
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第１号議案
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第１号議案
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＜参考＞ 山口県支部 事業費決算報告（抜粋）

第１号議案



➝

全国の情勢

山口県の現状

➝

➝

第２号議案

地区協会の支部統合について（案）

１．協会の現状と今後の方向性
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第２号議案

２．支部統合の具体案

■ 組織

１支部・９地区協会 １支部

○ 支部名称を「山口県支部」から「山口支部」へ改称する
○ 大竹地区については、行政区画にならい広島支部へ移行する

大竹市所在の会員様は、広島支部の会員とする

≪ 現 状 ≫

山口県支部

山口地区協会

防府地区協会

萩地区協会

長門地区協会

下関地区協会

宇部山陽小野田美祢地区協会

周南地区協会

岩国大竹地区協会

柳井大島地区協会

≪ 統合後 ≫

山口支部

事業活動は旧９地区協会(エリア)
単位の実施とする

■ 役員

≪ 現 状 ≫ ≪ 統合後 ≫

【 支 部 】

・支部長 １

・副支部長 ３

・理事 ５

・理事 ４

・監事 ２

・顧問 ２

・支部長 １（山口エリア）

・副支部長 ８

防府エリア

萩エリア

長門エリア

下関エリア

宇部山陽小野田美祢エリア

周南エリア

岩国エリア

柳井大島エリア

・理事 ３

・監事 ２

・顧問 ２

各地区
会長

事
業
活
動
エ
リ
ア
の
責
任
者

支部 ： 役員 １７名 支部 ： 役員 １６名

※ 大竹地区の役員 １名減- １３ -
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≪ 現 状 ≫ ≪ 統合後 ≫

【 地区協会 】

・会長 １

・副会長 若干名

・理事 若干名

・監事 若干名

・顧問 １

（支部 副支部長へ）

・幹事 若干名

※ 旧９地区協会(エリア)単位毎

○ 支部統合に伴い、各地区役員を解任する。
○ 支部統合後も「幹事」として旧９地区協会(エリア)単位に実施する

事業活動等への助言・アドバイスをお願いしたい。

(注) 役員数は旧地区協会毎に異なる

第２号議案

■ 理事会・総会等の今後のあり方 (案)

○ 支部 ： 議決機関として「理事会」を開催する。

活動報告・計画については、支部ホームページにて公開・周知する。

○ 各地区 ： 地区協会の支部統合に伴い、議決機関としての「理事会」「総会」は

廃止する。

「会員親睦」等の事業については、効率的かつ旧地区を跨いだ広範囲での

交流機会の創出を目指す観点から、以下のとおり実施する。

＜会員親睦会＞

・開催単位 ： 旧９地区協会(エリア)を３ブロックに集約し、

ブロック単位で実施

① 中部（山口、防府、萩、長門エリア）

② 西部（下関、宇部山陽小野田美祢エリア）

③ 東部（周南、岩国、柳井大島エリア）

・開催周期 ： 毎年３ブロック実施

各ブロックでの開催地は、持ち回りとする

※ 会員親睦事業の具体的内容については検討中

西部

中部

東部



- １５ -

第２号議案

■ 会計単位

≪ 現 状 ≫

１支部・９地区協会

≪ 統合後 ≫

山口支部

１支部

９
地
区
協
会

※ 各地区の事業収支は、令和５年度
から支部へ一元化済

山口県支部

山口地区協会

柳井大島地区協会

…
…

支
部
一
元
化

○ 会計単位を支部に一元化する。
○ 現在保有している６金融機関12口座については、使用状況に応じ

集約・解約する。

■ 支部統合時期

2025(令和7)年度の地区協会総会、支部理事会の議決を経て、2025年10月１日
から新体制へ移行する。

■ 各地区協会会則は廃止する。
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第２号議案
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第２号議案
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第２号議案
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第２号議案
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第２号議案



＜参考＞

※ コンクールの詳細は、ホームページまたは「参加者募集」チラシにて
ご確認ください。 《添付資料①コンクール参加者募集チラシ》
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※ 実施内容が決定し次第、ホームページ等でお知らせします。

※ 検定の詳細は、ホームページまたは｢受験者募集」
チラシにてご確認ください。

《添付資料⑤もしもし検定受験者募集チラシ》

＜参考＞
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《添付資料②出前研修申込チラシ》

《添付資料③企業電話応対コンテストチラシ》
《添付資料④応対診断チラシ》

《添付資料⑦標的型攻撃ﾒｰﾙ予防訓練ｻｰﾋﾞｽﾁﾗｼ》
《添付資料⑧ｅラーニングサービスチラシ》

《添付資料⑥2025ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ対策講座『第2弾』チラシ》



＜参考＞
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■ その他の活動
○エコキャップ回収活動

引き続きご協力をお願いいたします。

■ 組織強化（会員数増）

「１つでも行事に参加していただけるとお得になります」

のお得感と、入会を促す魅力ある新しいメニューを考え、周知の徹底を図ることに

より、退会防止及び新規会員獲得に努める。


